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私私私私    のののの    古古古古    里里里里     

私は終戦の翌々年の十月、榛原郡初倉村湯日（現島田市湯日）で生

まれた。湯日小学校は私が入学した時は戦前からの校舎で、今となっ

ては懐かしいが、当時は老朽化しており隙間風が寒く、三年か四年生

の時改築された。私が在校時全校生徒は三百人を超えており、私の学

年は第一次ベビーブームで五五、六人いた。しかしその後道路や橋が

整備され、又自家用車が増える等生活が便利になるに従ってその数は

減って行き、昭和四十年代半ば以降は全校生徒が百人前後となり、こ

こ二、三年は六十人台に至っている。誠に今昔の念を禁じ得ない。  

 湯日地区は牧之原台地の東端にあり山間を県道が一本通っているが、

私が小学生時代は全く舗装されておらずデコボコで、あまりひどくな

ると古いトラックやオート三輪が大量の砂利を運んできてそれをぶち

まけて均していくというものであった。そのため数少ない自動車が通

ろうものなら、雨の日は泥水を跳ね上げ、雨でない日はモウモウと砂

ぼこりを巻き上げる。そのため雨の日は、唐傘は上から降る雨と泥水

避けの二様の働きはするものの体はビショ濡れになるし、雨でない日

は学童服が真っ白になる。従って、雨のち晴、晴のち雨の日は悲惨で

ある。私が二年か三年生のころであったであろうか、雨の日に、傍若

無人に走る乗合バスに腹が立ったかどうか忘れたが、木の切れ端を投

げつけたところ運転手から怒鳴られたことがあった。  

 しかし、四季の変化は実にはっきりしており、懐かしい。今よりも

時間がゆっくりと動いていたこともあり、果物・野菜等の食物や野山

の彩りの変化の外、様々な年中行事が私達にじっくりと季節感を味わ

わせてくれた。  
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